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事業所の所在地・概要 （R7.4.1現在）

鷹栖町デイサービスセンターはぴねす

□ 昭和63年3月1日開設（北海道町村第1号）

□ 定員 34名（7時間以上8時間未満他）

□ 登録者数 146名（要支援60名／要介護86名）

□ 1日平均利用者数 31.1名（令和7年４月）

□ 職員体制

［常勤］
管理者1名、看護師1名、理学療法士2名（1名兼務）
相談員2名（管理者兼務1名、介護士兼務1名）
介護士5名（内、技能実習生1名）

［非常勤］
看護師1名、介護士2名、ケアアシスタント1名
運転手2名

□ 北海道上川郡鷹栖町

□ 人口 6,539人 高齢化率 35.4%

□ 旭川市に隣接した自然豊かな町

□ 旭川駅から車で約25分

□ トマトジュース「オオカミの桃」 計 15名
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コロナ流行

利用者数の低迷（H20.4～R5.4）
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・当時の主任は疲弊→退職へ

・稼働が低く、収支も上がらない

・「やれることはやったのに」

という空気

・自分自身も疲れていた

・コロナの流行もあり、

「仕方ないか」とあきらめムード
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デイサービス事業継続等

相談支援事業に参加

変化のきっかけ

新主任・新リーダーを設置

新たなチーム体制へ
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「デイサービス事業継続等相談支援事業」とは

事業委託
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「相談支援事業」で学んだ行動指針
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稼働率は最低100％
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運営改善の5ステップ

8



STEP1 チームの土台作り

主任・リーダーと相談支援事業に一緒に参加、重要な支えに！

２１ ３

改めて法人
理念を共有

同じゴール
を目指す

経営を意識
した数字の
会話を増やす
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STEP２ 数字で見た現実と甘えを捨てた覚悟①

稼働ごとの収支試算を可視化

稼働率78%

6,100 万円

稼働率100%

7,850 万円

入浴介助加算Ⅱ算定
（1日20人）

年間95 万円増収
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法人内のケアマネと加算による

収益効果を共有

加算取得の意識改革

デイ単独ではなく、
ケアマネも巻き込む体制を構築

法人全体で

「加算を取ることの意義」
を共通認識に！

STEP２ 数字で見た現実と甘えを捨てた覚悟②
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STEP３ ケアマネの本音を調査

Q1 デイサービスはぴねすを知った方法は？

Q2 自事業所を選んでただけた理由は？

Q3 自事業所への要望は？
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STEP３ ケアマネの本音を調査

・営業時、リハビリの説明を重点実施
・要支援者も入浴可能であることを宣伝

・デイでの様子や欠席理由を
こまめにフィードバック
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［キーワード］

断 ら な い

ケアマネからの相談

まず受ける

さまざまなニーズ

できる方法
を考える

難しい事例

まずは
体験利用を

STEP４「断らない」文化の定着と仕組み①
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STEP４「断らない」文化の定着と仕組み②

ケアマネからの相談事例

基本の情報が（ケアマネが忙しくて）ほとんどないのですが⋯１

帰宅願望の強い利用者ですが、そういう方の対応得意ですよね？２

・過度に情報を求めない。今ある情報だけで何とかする。
・デイで情報収集し、ケアマネへ伝える。

（送迎時や直接電話で家族に確認、デイ利用時にご本人に確認など）

・認知症の種類に合わせて、適切な対応を取る。

⇒ 特に多かった困難事例は前頭側頭葉型認知症の様な症状の方
対応：代替行動の提示・スケジュール確認・帰宅願望のスイッチを探る
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営業範囲の居宅をピックアップ

STEP５ 外部への発信・関係づくり

01

02

03

04

手作りのチラシを持参し、
月1回営業範囲内の居宅を回る

毎月１枚新しいチラシを作成

先方の都合も考え、
できるだけ短時間にまとめる
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STEP１～５ 業務に落とし込む

STEP１

チームの土台作り

STEP２

数字で見た現実と

甘えを捨てた覚悟

STEP３

ケアマネの本音を調査

STEP４

「断らない」文化の

定着と仕組み

STEP５

外部への発信・

関係づくり
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STEP１～５ 業務に落とし込む
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コロナ流行
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74
年間500万円

の赤字

稼働率 100％へ

独自の
運営改善着手

93

相談支援事業
開始

120

稼働率100％突破

H20 H25 H30 R2 R4 R5.4 R6.10

［R6年度］

1,500万円の黒字



令和3年と令和6年のご利用者・家族満足度を比較

利用者・家族の満足度もアップ

入浴

40％ UP

レク

18％ UP

リハビリ

64％ UP

職員対応

15％ UP

「選ばれるデイ」として、着実に信頼を得られるようになった
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・令和6年11月に稼働率100％突破

・令和7年度も稼働率100％超を維持

さらにその先へ

定員を30名から34名に拡大
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高稼働の中で働く職員の反応は？

高稼働で忙しいのに

「いきいき働く」

やらされ感ではなく

「自信を育てる」

困難な事例に対しても

「嫌な顔をしない」

離職ゼロを２年間継続中！
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課題と展望

外国人技能実習生を
活用した人材確保

サービスの質の維持
と拡張のバランス

人材確保 サービスの向上



稼働率100％を達成するための条件

「ケア×経営」をスタンダードにする！
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ご清聴ありがとうございました
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